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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一般会計決算審査認定

　令和４年第３回定例会は、９月１日開会し９月15日まで15日間の会期で開かれた。９月１日は一般質問が
あり５名が登壇。また承認１件を承認、報告４件があり、議案７件を各常任委員会へ、認定７件を決算審査
特別委員会へ付託した。９月15日の最終本会議では、各常任委員会、決算審査特別委員会の委員長か
ら報告があり、議案７件を可決、認定７件を認定,追加議案の工事請負契約２件を可決した。

“依存財源86.1％ 前年より0.9％増”“依存財源86.1％ 前年より0.9％増”

◆ 歳入項目別決算額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◆ 歳出項目別決算額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

自主財源　1,127,507千円 （13.9%） 

依存財源
6,989,774千円 （86.1%）

義務的経費
2,912,311千円 （36.8%）

その他の経費
2,938,007千円 （37.1%） 

投資的経費
2,066,852千円 （26.1%） 

町税
　541,189千円 （6.7％）
寄附金
　134,962千円 （1.7％）
諸収入
　129,504千円 （1.6％）
繰越金
　113,027千円 （1.4％）
財産収入
　94,031千円 （1.2％）
使用料及び手数料
　72,191千円 （0.9％）
分担金及び負担金
　32,603千円 （0.4％）
繰入金
　10,000千円 （0.1％）

その他 
　31,322千円 （0.4％）
地方譲与税
　56,140千円 （0.7％）
地方消費税交付金
　161,202千円 （2.0％）
町債
　1,009,872千円 （12.4％）
県支出金
　1,051,144千円 （12.9％）

国庫支出金
　1,166,413千円 （14.4％）

地方交付税
　3,513,681千円 （43.3％）

災害復旧事業費
　36,488千円 （0.5％）
普通建設事業費
　2,030,364千円 （25.6％）

その他
　115,076千円 （1.5％）
積立金
　359,251千円 （4.5％）
補助費等
　824,977千円 （10.4％）

繰出金
　581,562千円 （7.3％）

物件費
　1,057,141千円 （13.4％）

人件費
　1,271,375千円 （16.1％）

公債費
　787,206千円 （9.9％）

扶助費
　853,730千円 （10.8％）

歳入総額
8,117,281
千円

歳出総額
7,917,170
千円

令和3年度喜界町一般会計の決算審査認定
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・決算審査の主な事業

●決算審査特別委員会報告 （委員長:安田 英次郎）

決算審査の主な事業

185,614千円

6,298千円

26,910千円

788千円

19,441千円

47,649千円

6,488千円

617千円

4,251千円

19,563千円

11,548千円

3,700千円

14,532千円

145,530千円

398,189千円

4,024千円

91,395千円

2,348千円

37,796千円

490千円

3,750千円

5,375千円

7,225千円

521千円

3,000千円

7,261千円

36,170千円

常備消防費

土地購入費

喜界町ふるさと基金費

交通安全対策費

商工業振興事業費

観光費

ジオパーク推進事業

日本で最も美しい村連合関連事業

移住促進事業費

条件不利性改善事業

住民生活費

海岸漂着物地域対策推進費

道路新設改良費 

水環境総務費

地方創生関連事業費

小・中学校費

旧学校管理費

給食施設費

保健福祉総務費

高齢者福祉費

こども医療費助成事業費

児童福祉総務費

農業委員会事務局費

糖業振興費

鳥獣防止対策事業費

農地・農業用災害復旧費

総務課
（消防分署）

企画課

町民税務課

まちづくり課

教育委員会

保健福祉課

農業振興課

担 当 課 内　容　説　明 決算額事　業　名

火災・救急等の活動体制の強化や教育研修を実施した
①体制（消防職員15名うち救急救命士7名、潜水士9名）
②出動（火災5件、救急341件、捜索1件）
　
食育防災センター隣りの畑購入
　
喜界町ふるさと寄付基金積立金
　
原材料費（物件費）ロードミラー

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている事業者へ、商工会、
行政書士と連携を図り各種事業を実施し地域経済の下支えを図った
　
体験型メニューの充実を図り、看板等既存観光資源の整備やサン
ゴ礁科学研究所の支援、地形を活かしたｅ-サイクル(電動自転車）
導入など新たな観光コンテンツ（情報）の作成を行った
　
広報にコラム掲載や、小学生向けパンフレット作成を行った
　
「日本で最も美しい村」連合負担金
　
空き家改修補助金（５件分）
　
航路・航空路運賃軽減事業負担金
　
加工品輸送コスト支援補助金
　
シルバー人材センター運営補助金（5年間同額）

海岸漂着物委託料　軽石及び廃プラスチックの回収をシルバー
人材センターと建設業者に委託
　
中里前満盛線（ふくり前）の整備を行った。今後は環境と調和した
良好な道路景観づくりにも努める
　
浄化槽設置整備補助金　浄化槽（5人槽）7基　宅内配管 2基
　
小中高の各種検定等の費用助成や国立大学校へ進学された方へ
支援金の支給を行った（四年制大6名、二年制大1名）など
　
①入学祝金の支給を継続して実施　　　　　
②各学校に一人1台のタブレット端末の整備を行った
③中高合同職員会議を開催し授業のみならず部活動の交流も図った
　
主に旧第二中学校・旧坂嶺小学校の草刈り等
　
賄い材料費、野菜（島外17％島内1％）肉、魚、缶詰、乾物、調味料
等（島外46％島内1％）など
　
国民健康保険特定健康診査に関する集落報奨金。令和3年度は
21集落へ。報奨金額は定額ではなく、受診率により8千円～
200千円（令和2年度は16集落へ387千円支給）
　
長寿祝金85歳以上の方126名へ　（令和2年度は151名）
　
平成27年度より実施。18歳に達する日以後最初の3月31日ま
で。課税世帯は月額３千円を超えた額。非課税世帯は全額助成。
対象者875人、助成延件数1,171件
　
令和3年度より始まった出産祝金。24世帯へ紙おむつ代を含め
て支給

遊休農地解消対策事業助成金（7人に助成）　面積（18.722a）
　
農業共済等加入促進事業補助金 
30万円×１０人に補助(ミニトラクター）
　
有害鳥獣買い上げ金
シカ駆除件数（成獣69頭）（幼獣1頭）　カラス駆除件数（780羽）など
　
島全体の農道、農地の排水路復旧工事
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・常任委員会報告

総務課

企画観光課

町民税務課

教育委員会

担 当 課 内　容　説　明 予算額事　業　名

（歳入）地方特例交付金 

　（歳入）財産調整基金繰入金

（歳入）公共施設整備基金繰入金 

（歳入）繰越金 

情報無線施設管理費 

喜界町光ブロードバンド管理費 

新型コロナウィルス感染症対策費

防災災害対策費（委託料） 

（歳入）総務費県補助金 

移住促進事業費 

加工販売施設運営費

観光費 

（歳入）戸籍住民基本台帳費 

火葬場費 

（歳入）教育費委託金 

公民館費 

図書館費 

776千円

21,147千円

40,554千円

41,917千円

1,500千円

823千円

1,892千円

1,270千円

927千円

5,983千円

2,700千円

25,290千円

80千円

184千円

7,020千円

1,160千円

1,242千円

“畜産業 新規就農者支援実施”“畜産業 新規就農者支援実施”
■■■■ 令和４年度 補正予算の主なもの ■■■■
●総務文教常任委員会報告 （委員長:生駒 弘）

●決算審査特別委員会報告 （委員長:安田 英次郎）

交付額確定による個人住民税減収補てん特例
交付金   

一般財源の財政調整基金繰入金   

公共施設整備基金繰入金（新設）   

前年度繰越金   

防災・行政無線屋外アンテナ100本分（1,200
千円）及び個別受信機修繕料（300千円）

修繕料（維持補修費）県事業不足分  
 
空港・港における検温作業等業務委託料（下半
期分）   

①阿伝、嘉鈍に津波等の「一時避難場所」看板
設置
②高低差があり、一時避難可能な箇所に「海抜
表示」設置（既存設置5箇所、設置困難個所は
路面シートで5箇所）   

移住促進住宅改修助成モデル事業補助金  
 
旧島中教員住宅を改修し、「お試し移住体験」
施設にする改修工事費（2,783千円）。当初3
件予定していたが追加4件分の空き家改修補
助金（3,200千円）   

農産物加工センターの実設計委託料

施設改修工事費。ガーデンゴルフ場支柱、及び
ハワイビーチ進入路改修費   

個人番号カード交付事業補助金。８月末現在の
申請率36.9%   

火葬場のベンチ等修繕費   

埋蔵文化財発掘調査委託金   

中央公民館新館玄関横スロープに手すり設置
と身障者用駐車場マークの整備費用  
 
身障者用駐車場整備及び正面玄関スロープの
手すり設置、タイルの滑り止め塗装。郷土資料
室空調修繕   
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

農業振興課

まちづくり課

保健福祉課

担 当 課 内　容　説　明 予算額事　業　名

喜界町雇用型自立就農支援事業 

ＮＰＯ法人
子ども支援ネットワークめばえ
活動支援金 

新規農家育成簡易牛舎設置事業
補助金 

農地費

道路維持費 

地域住宅交付金事業費 

港湾整備費 

喜界町水道事業（給水管工事） 

新型コロナウイルスワクチン
対策事業費 

放課後児童クラブ運営事業費

800千円

4千円

500千円

4,000千円

17,490千円

1,400千円

11,000千円

5,700千円

14,000千円

1,250千円

500千円

25,000千円

25,265千円

150千円

●産業福祉常任委員会報告 （委員長:野間 弘也）

農業後継者育成を畜産業で図るため、就農希望
者を雇用した町内の農家、農業法人等に月額
10万円支給する事業

　
農福連携の取り組みを支援するため、小作料の
助成を行う   

畜産の新規就農者へ簡易的な牛舎設置助成を
行う   

農道にあるグレーチング（鉄格子蓋）を固定型
に補修

脱炭素社会への取り組みとして防災や環境な
ど、さまざまな分野において先進地として取り
組むため。具体例では堆肥センター建設も含め
た循環型農業の構想、計画などの業務を行う 

早町ため池の排水整備を行うため土地境界の
測量費   

①クリーンセンター横、堆肥センター建設予定
地の造成工事で出た土砂から、ごみの分別を行
う特殊な重機や、分別された土砂を仮置きする
ため、仮置き場の伐採作業等に使用する重機借
上げ料。
②湾頭原の町有地に仮置きしている雑木等を
チップ化するための重機借上げ料  

町道整備や雑草・樹木の撤去など集落要望に対
応する   

①羽里集落の公民館から市山商店に下る町道
②川嶺集落からテーバルバンタに上がる町道
損傷が著しいことや滑落が判明したため早急に
整備を行う   

町営住宅建設予定地、中里集落コーラル団地
下のボーリング調査延長とＣＢＲ検査(路床、路
盤の支持力の調査)を行う   

上嘉鉄漁港の照明等修繕   

工事を令和7年までに完了する予定であったが、
地下ダム建設などで今後業者が多忙になると
考え、早めることで働きやすい時期に無理なく
工事が行えること。また漏水がどれだけ抑えら
れるか検証する   

オミクロン株に対応したワクチン接種費用  

喜界児童クラブに児童用の着替え室を整備する
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第３回定例会で５名の議員が町政全般にわたり一般質問を行いました。
質問と答弁を要約して紹介いたします。

一般質問 町政の
ここが聞きたい一般質問 町政の
ここが聞きたい

質問する
幸 一美 議員

津
波
警
報
に
対
す
る
避
難
対
応

　

自
然
災
害
が
多
発
す
る
昨
今
、
津

波
の
脅
威
と
い
う
の
は一
瞬
に
し
て
生
命

財
産
を
奪
う
。

　

津
波
の
場
合
は
、
到
達
時
間
ま
で
の

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
支
援
者
が
ど

こ
ま
で
責
任
を
持
っ
て
要
支
援
者
を
避

難
さ
せ
る
か
大
変
な
問
題
が
あ
る
。
特

に
、
高
齢
者
も
含
め
て
耳
の
不
自
由
な

方
々
に
は
、
情
報
無
線
等
の
受
信
が
大

き
な
リ
ス
ク
と
考
え
る
。
大
切
な
町
民

の
命
を
守
る
た
め
に
、
活
動
に
奔
走
さ

れ
る
支
援
者
が
犠
牲
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
避
難
活
動
時
は
行
政
と
し
て
も
し
っ

か
り
と
し
た
対
策
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
。

　

自
主
防
災
組
織
の
確
立
し
て
い
る
地

域
は
把
握
で
き
て
い
る
か
伺
う
。

　　
　
　

町
長

　

要
支
援
者
に
対
す
る
支
援
対
策
、
自

主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
各
集
落
で

平
成
20
年
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
る
。
設
立
当
初
の
ま
ま
で
形
骸

化
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
随
時
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
見
直
し
を
行
って
い

る
。個
別
避
難
計
画
の
策
定
に
つい
て
は
、

関
係
課
、
集
落
区
長
、
民
生
委
員
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
、
関
係
者
で
連
携

し
な
が
ら
随
時
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

津
波
警
報
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

町
長

　

緊
急
時
の
情
報
伝
達
の
全
国
的
な
仕

組
み
が
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
防
災
無
線
の
連

動
方
式
と
な
って
い
る
。
津
波
警
報
の
際

に
本
庁
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
故
障

中
、
起
動
し
な
か
っ
た
事
案
も
あ
っ
た
。

そ
う
いっ
た
場
合
に
即
時
に
対
応
で
き
る

よ
う
な
バッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
は
し
っ
か
り
と

備
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
町
民
の
皆

さ
ん
に
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
な
ど
民
間
の
手

だ
て
も
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
含

め
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
い
た

だ
く
こ
と
も
重
要
だ
と
思
って
い
る
。

　

戸
別
受
信
機
（
防
災
無
線
）
の
設
置

場
所
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

総
務
課
長

　

防
災
無
線
に
つ
い
て
、
家
の
造
り
、

電
波
の
受
信
状
況
で
設
置
場
所
は
変

わ
っ
て
く
る
。
実
際
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
作

動
し
て
防
災
無
線
で
放
送
す
る
際
は
、

自
動
的
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
最
大
で
鳴
る
よ

う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
音
声
だ
け
で

は
な
く
、
サ
イ
レ
ン
も
含
め
た
お
知
ら

せ
で
危
機
感
は
伝
わ
り
や
す
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
って
い
る
。

　
一人
暮
ら
し
の
方
々
の
集
合
住
宅
の
建

設
は
ど
う
か
。

　
　
　

総
務
課
長　

　

単
身
向
け
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
需

要
の
増
加
が
確
認
で
き
る
た
め
、
部
屋

数
を
増
や
す
方
向
で
準
備
を
し
て
い
る
。

要
支
援
者
の
み
を
対
象
と
し
た
集
合
住

宅
に
つ
い
て
は
、
入
居
募
集
の
際
、
一
般

世
帯
と
は
別
に
募
集
枠
を
設
け
、
優
先

的
に
入
居
し
て
い
た
だ
く
特
定
目
的
住

宅
の
供
給
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
建
て

替
え
る
住
宅
の
１
棟
全
て
の
戸
数
を
特

定
目
的
住
宅
と
す
る
こ
と
は
困
難
、
不

可
能
と
思
って
い
る
。

　

受
信
機
の
設
置
場
所
、
行
政
が
指
導

出
来
る
か
伺
う
。

　
　
　

総
務
課
長

　

設
置
場
所
の
希
望
な
ど
は
、
業
者
と

の
調
整
が
あ
る
。
電
波
の
状
況
が
悪
け

れ
ば
、
屋
外
ア
ン
テ
ナ
と
い
う
手
段
は

あ
る
。
町
民
の
方
の
御
意
見
、
意
向
を

反
映
で
き
る
よ
う
な
体
制
で
業
者
と
調

整
し
て
い
る
。

一般質問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
要
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質問する
土岐 和貴 議員

（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）

保
護
猫
団
体
・
地
域
住
民
・
行
政
の

三
者
協
力
で
社
会
問
題
を
解
決

　

本
町
で
活
動
し
て
い
る
保
護
猫
団
体

「
に
ゃ
ん
だ
ふ
る
ら
い
ふ
」
は
保
護
猫
譲

渡
・Ｔ
Ｎ
Ｒ
な
ど
を
目
的
と
し
た
、
野

良
猫
事
情
の
改
善
の
た
め
活
動
さ
れ
て

い
る
が
寄
付
金
や
自
費
で
の
活
動
に
も

限
界
が
あ
る
。

① 

本
町
は
、
野
良
猫
問
題
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
認
識
で
い
る
か
。

② 

保
護
猫
団
体
等
に
去
勢
や
不
妊
治

療
の
手
術
費
の
一
部
補
助
は
で
き
な
い

か
。

③ 

個
人
や
団
体
の
意
見
な
ど
を
傾
聴

し
、
今
後
は
行
政
と
の
連
携
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

① 

寄
せ
ら
れ
る
苦
情
は
年
間
数
件
。

車
に
ひ
か
れ
た
猫
の
回
収
が
大
多
数
で

あ
る
。
環
境
衛
生
面
で
の
問
題
や
繁
殖

に
よ
る
増
加
な
ど
、
町
民
に
認
識
し
て

も
ら
う
た
め
広
報
紙
や
防
災
無
線
に
て

呼
び
か
け
を
行
って
い
る
。

② 

今
年
度
は
県
の
地
域
猫
活
動
等
事

業
補
助
金
の
申
請
を
行
っ
た
。
町
独
自

の
補
助
制
度
に
つい
て
は
、
野
良
猫
の
頭

数
、
生
息
場
所
の
実
態
把
握
、
野
良
猫

と
飼
い
猫
の
区
別
を
ど
う
す
る
の
か
な

ど
、
今
後
は
財
政
等
も
考
慮
し
協
議
の

上
、
施
策
は
検
討
す
る
。

③ 

家
畜
保
健
所
と
も
連
携
し
町
民
へ
の

適
正
な
飼
育
飼
養
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

猫
と
人
が
共
生
で
き
る
地
域
づ
く
り
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

飼
い
主
は
望
ん
で
い
る

「
動
物
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
々

を
」

　

本
町
と
人
口
が
変
わ
ら
な
い
東
京
都

八
丈
島
に
は
動
物
病
院
が
２
軒
あ
る
。

① 

動
物
病
院
が
な
い
こ
と
で
困
って
い
る

町
民
の
方
々
が
い
る
こ
と
は
認
識
さ
れ
て

い
る
か
。

② 

本
町
独
自
の
助
成
制
度
を
整
え
、

動
物
病
院
の
開
設
や
獣
医
獲
得
に
向
け

た
取
り
組
み
と
Ｕ
タ
ー
ン
・Ｉ
タ
ー
ン
を

目
的
と
し
た
環
境
づ
く
り
も
今
後
の
課

題
で
は
な
い
か
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

① 

今
年
度
は
動
物
病
院
に
関
す
る
問

合
せ
は
１
件
。
対
応
は
い
ん
ま
や
動
物

病
院
が
２
か
月
に一回
出
張
診
療
を
行
っ

て
い
る
。
し
か
し
避
妊
と
去
勢
の
手
術

が
年
々
増
え
て
い
て
、
診
療
す
る
時
間

が
取
れ
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
急
病

の
場
合
は
船
等
で
奄
美
大
島
に
行
く

ケ
ー
ス
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

② 

離
島
で
動
物
病
院
を
開
業
し
た
い
と

い
う
方
の
た
め
に
判
断
材
料
と
な
る
情

報
発
信
を
行
って
い
き
た
い
。

　

た
だ
動
物
病
院
に
限
定
し
た
町
独
自

の
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。

努
力
義
務
は
「
義
務
で
は
な
い
」　

す
べ
て
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
「
任
意
」

　

９
月
開
始
の
５
歳
以
上
11
歳
未
満
の

ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
。
対
象
と
な
る
ご

家
庭
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ミ
ナ
テ
ィ

の
説
明
書
等
も
配
布
。
そ
の
中
で
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
天
秤
に
か
け
た
時
に

接
種
を
希
望
す
る
ほ
う
が
デ
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
と
不
安
な
声
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
為
に
も
不

安
に
思
っ
て
い
る
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け

て
い
た
だ
き
た
い
。

① 

今
回
、
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
集
団

接
種
に
向
け
て
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。
接
種
を
希
望
・
希
望
し
な
い
・
迷
っ

て
い
る
な
ど
、ど
れ
く
ら
い
の
比
率
で
あ
っ

た
か
。

② 

全
国
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
も
重
症

化
率
が
非
常
に
低
い
若
年
層
（
子
ど
も

た
ち
）
に
感
染
予
防
目
的
で
は
な
い
重

症
化
予
防
目
的
の
ワ
ク
チ
ン
を
進
め
る

事
に
疑
問
視
し
て
い
る
ご
家
族
も
い
る

が
、
本
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

③ 

同
調
圧
力
に
不
安
視
さ
れ
て
い
る
ご

家
族
も
い
る
事
を
踏
ま
え
て
、
任
意
で

の
取
り
組
み
が
し
っ
か
り
実
施
で
き
る
よ

う
周
知
や
対
策
を
行
って
い
る
か
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

① 

対
象
者
は
３
９
３
名
、
回
答
者
は

１
７
５
名
、
回
答
率
は
44･

５
％
。

【
希
望
す
る
・
希
望
す
る
が
今
は
迷
っ
て

い
る
】
合
計
82
名
、
20･

９
％
。

【
希
望
し
な
い
・
希
望
し
な
い
が
今
は
迷
っ

て
い
る
】
合
計
93
名
、
23･

７
％
で
あ
る
。

② 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
メ
リ
ッ
ト
は
重
症
化

予
防
効
果
が
挙
げ
ら
れ
る
一
方
、
副
反

応
を
心
配
さ
れ
る
保
護
者
も
い
る
。
最

終
的
に
接
種
を
希
望
す
る
か
希
望
し
な

い
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
で
あ
る
。

③ 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
は
予
約
を
取

り
、
個
別
の
時
間
枠
を
設
定
し
、
で
き

る
だ
け
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
れ
る
よ
う
配

慮
す
る
。
子
供
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
様
々

な
意
見
が
あ
り
、
メ
リ
ッ
ト
も
デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
。
で
き
る
だ
け
風
評
被
害
等

が
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
実
施
す
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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質問する
良岡 理一郎 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
は

宿
泊
療
養
施
設
の
確
保
が
急
務

① 

奄
美
医
療
圏
に
お
い
て
、
本
町
だ
け

が
宿
泊
療
養
施
設
が
な
い
。
自
宅
療
養

は
感
染
者
を
増
や
す
ば
か
り
で
あ
る
。

県
と
連
携
し
て
全
力
を
挙
げ
て
施
設
を

確
保
す
べ
き
。

② 

無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
態
、
９
月
以

降
の
方
針

③ 

４
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
績
お
よ

び
今
後
の
計
画

　
　
　

保
健
福
祉
課
長　

町
長

① 

今
後
も
宿
泊
療
養
施
設
の
確
保
に
つ

い
て
県
と
連
携
し
て
引
き
続
き
努
力
し

て
い
く
。

② 

無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
週
３
回
。
６
月

〜
８
月
の
検
査
は
８
６
８
名
。
陽
性
が

確
認
さ
れ
た
方
が
49
名
。

無
料
検
査
は
９
月
末
ま
で
だ
が
今
後
も

継
続
で
き
る
よ
う
県
に
要
望
し
て
い
く
。

③ 

４
回
目
の
接
種
対
象
者
は
８
月
末
で

全
集
落
終
了
予
定
で
あ
っ
た
が
、
医
師

が
来
島
で
き
ず
一部
９
月
に
延
期
し
て
い

る
。

　

５
歳
か
ら
11
歳
へ
の
接
種
は
、
対
象

者
３
９
３
名
、
接
種
は
任
意
で
９
月
中

に
２
回
の
接
種
を
終
え
る
計
画
で
あ
る
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
９
月
か
ら

実
態
調
査　

　

県
と
連
携
し
つつ
実
施
予
定
の
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査
の
進
捗
を
伺
う
。

　
　
　

教
育
長

　

本
町
の
対
象
者
は
喜
界
小
学
校
６
年

生
全
員
の
53
名
、
喜
界
中
学
校
の
全
校

生
徒
１
６
７
名
、
合
計
２
２
０
名
。
所

管
外
の
喜
界
高
校
に
つ
い
て
は
全
校
生

徒
を
対
象
に
実
施
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　

実
施
期
間
は
９
月
１
日
〜
10
月
３

日
。
回
答
は
原
則
と
し
て
無
記
名
、
任

意
。
県
全
体
の
調
査
結
果
は
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
予
定
、
公
表
時
期
は

現
在
未
定
。

野
生
シ
カ
駆
除
に
は

解
体
処
理
施
設
と

報
奨
金
の
見
直
し
を
検
討　

① 

４
月
以
降
の
捕
獲
実
績
と
対
策
を

伺
う
。
現
状
の
捕
獲
数
で
は
増
え
る
ば

か
り
で
抜
本
的
対
策
が
必
要
。
今
後
は

被
害
を
金
額
面
か
ら
抑
え
る
こ
と
も
必

要
で
は
。

② 

現
場
で
の
解
体
処
理
は
限
界
、
水

道
な
ど
備
え
た
処
理
施
設
が
必
要
で
は

な
い
か
。

③ 

１
頭
１
万
円
の
助
成
金
で
は
作
業
量

に
見
合
わ
な
い
。
意
欲
が
持
て
る
金
額

に
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

① 

４
月
か
ら
８
月
で
合
計
11
頭
捕
獲
。

そ
の
内
、
成
獣
が
10
頭
、
幼
獣
が
１
頭

で
あ
る
。
例
年
９
月
以
降
、
捕
獲
が
急

速
に
進
む
。

　

被
害
額
は
県
の
算
出
方
法
に
よ
る
推

計
だ
が
過
去
５
年
間
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
が

１
１
５
万
５
，０
０
０
円
、
か
ん
き
つ
類

６
５
万
円
、
野
菜
類
８
万
５
，０
０
０
円
、

牧
草
で
１
万
円
で
あ
る
。

② 

今
後
、
解
体
処
理
施
設
に
つ
い
て
は

そ
の
必
要
性
を
検
討
す
る
。
ま
た
報
奨

金
の
単
価
に
つ
い
て
も
や
る
気
が
起
き
る

よ
う
な
適
切
な
価
格
も
検
討
し
て
い

く
。

国
葬
へ
の
対
応
は
国
の
動
向
を
注
視

① 

安
倍
元
総
理
の
逝
去
に
際
し
、
町

長
は
自
ら
の
判
断
で
２
日
間
、
半
旗
を

掲
げ
た
。

　

安
倍
元
総
理
が
参
院
選
挙
中
に
銃
撃

さ
れ
た
こ
と
は
、
言
論
の
自
由
を
真
っ

向
か
ら
否
定
す
る
卑
劣
な
行
為
で
あ
り

断
じ
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
か

し
、
弔
意
を
表
す
こ
と
と
安
倍
元
総
理

に
対
す
る
政
治
的
評
価
は
全
く
別
問
題

で
あ
る
。

　

町
長
が
半
旗
を
掲
げ
た
理
由
、
そ
の

法
令
上
の
根
拠
、
従
来
の
国
の
半
旗
要

請
は
現
職
の
総
理
が
死
亡
し
た
場
合
に

限
ら
れ
て
い
る
。
町
長
の
認
識
を
伺
う
。

② 

国
葬
に
は
多
く
の
国
民
が
反
対
し
て

い
る
。
今
後
、
政
府
や
県
か
ら
「
強
制

で
は
な
い
」
と
し
て
本
町
や
教
育
委
員

会
へ
弔
意
の
表
明
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
。
地
方
自
治
法
の
本
旨
、

教
育
基
本
法
の
政
治
的
中
立
性
、
多
数

の
国
葬
反
対
世
論
に
沿
っ
て
慎
重
な
対

応
を
求
め
た
い
。

　
　
　

町
長
・
教
育
長

① 

半
旗
を
掲
げ
た
理
由
は
純
粋
に
弔

意
を
表
す
た
め
で
あ
る
。
法
令
上
の
規

定
は
な
い
。
12
日
の
葬
儀
の
日
は
、
す

で
に
土
曜
日
、
日
曜
日
に
弔
意
を
表
し

て
お
り
、
ま
た
国
や
県
か
ら
の
通
知
も

な
い
た
め
平
常
通
り
の
掲
揚
と
し
た
。

② 

今
し
ば
ら
く
国
の
動
向
を
見
守
り

た
い
。

　

教
育
の
中
立
性
に
つ
い
て
は
教
育
基

本
法
で
「
法
律
に
定
め
る
学
校
は
、
特

定
の
政
党
を
支
持
し
、
又
は
こ
れ
に
反

対
す
る
た
め
の
政
治
教
育
そ
の
他
政
治

的
活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
文
科
省

あ
る
い
は
県
教
育
委
員
会
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
町
当
局
と
の
連
絡
調
整
を

図
り
な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁
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質問する
米田 信也 議員

空
港
臨
海
公
園
の
改
修
工
事

早
期
実
現
を

　

観
光
客
や
キ
ャ
ン
プ
客
な
ど
、
多
く

の
町
民
が
使
用
す
る
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
や
、

隣
接
す
る
多
目
的
広
場
に
ゴ
ミ
箱
を
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

基
本
的
に
ご
み
は
利
用
者
に
各
自
持

ち
帰
り
を
お
願
い
し
て
い
る
。
ご
み
箱

を
設
置
し
た
場
合
、
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
の

現
状
を
考
え
る
と
、
マ
ナ
ー
違
反
者
の

続
出
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
負
担
が
一
層

増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
現
時

点
で
の
設
置
は
厳
し
い
。

　

今
後
は
、
注
意
喚
起
の
取
組
と
併
せ

て
、
有
志
の
方
々
の
取
組
の
輪
を
町
内

全
域
に
広
げ
る
よ
う
な
施
策
を
検
討

し
、
ご
み
の
な
い
美
し
い
島
を
目
指
す
。

　
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
は
夏
場
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
を
行
う
方
も
多
く
お
り
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
生
じ
た
炭
の
処
理
が
問
題
に

な
って
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

利
用
者
に
持
ち
帰
っ
て
頂
く
。
空
港

臨
海
公
園
の
改
修
事
業
等
を
利
用
し
、

ブ
ー
ス
分
け
等
を
し
た
際
に
は
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
も
検
討
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
際
に
も
う
一度
議
論
し
た

い
。

　

ビ
ー
チ
サ
イ
ド
の
休
憩
場
所
周
辺
の

草
刈
り
、
清
掃
が
夏
の
海
水
浴
シ
ー
ズ

ン
前
に
な
か
な
か
行
わ
れ
て
い
な
い
現
状

が
あ
る
。
ビ
ー
チ
サ
イ
ド
の
管
理
の
状

況
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

昨
年
度
よ
り
年
度
当
初
の
打
合
せ
に

て
、
毎
月
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

以
前
よ
り
は
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

問
合
せ
や
苦
情
等
が
あ
っ
た
際
に
は
、

そ
の
都
度
、
現
場
を
確
認
し
て
、
必
要

に
応
じ
管
理
事
業
者
へ
指
示
を
行
っ
て
い

る
。

ス
ズ
メ
バ
チ
完
全
駆
除
に
向
け

さ
ら
な
る
全
島
調
査
実
施
へ

　

昨
年
初
め
て
確
認
さ
れ
た
ス
ズ
メ
バ
チ

の
完
全
駆
除
に
向
け
て
、
今
後
、
さ
ら

な
る
全
島
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
、
町
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

本
年
３
月
14
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、

鹿
児
島
大
学
、
京
都
産
業
大
学
よ
り
３

名
の
専
門
家
を
招
致
し
て
、
昨
年
本
町

で
確
認
し
た
営
巣
地
点
及
び
同
種
が
目

撃
さ
れ
た
地
点
を
全
て
視
察
、
同
時
に

こ
れ
ま
で
仕
掛
け
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ト

ラ
ッ
プ
の
状
況
の
調
査
を
し
た
結
果
、

根
絶
は
困
難
と
の
見
解
で
あ
る
。
こ
の

意
見
を
踏
ま
え
て
、
今
後
は
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ト
ラ
ッ
プ
の
誘
殺
数
調
査
を
継
続
す

る
こ
と
と
、
啓
発
活
動
の
強
化
を
図
る
。

　

現
在
の
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
調
査
の
現
状

を
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

昨
年
度
ま
で
は
、
町
か
ら
業
者
へ
委

託
し
て
、
駆
除
作
業
を
行
っ
て
い
た
。

今
年
度
は
、
住
居
敷
地
内
に
お
い
て
は

居
住
者
で
、
圃
場
内
は
農
業
振
興
課
、

そ
の
他
は
企
画
観
光
課
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
調
査
の
現
状
と
し
て
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
有
識
者
や
農
業
振

興
課
と
連
携
を
図
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ト

ラ
ッ
プ
に
よ
る
観
察
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
８
月
22
日
現
在
の
捕
獲
数
は
約
60

頭
。

　

そ
の
う
ち
38
頭
は
京
都
産
業
大
学
等

で
の
、
遺
伝
子
分
析
の
調
査
結
果
を
行
っ

た
。
全
て
の
個
体
が
奄
美
由
来
の
個
体

で
あ
る
。
全
て
女
王
バ
チ
と
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。

　

７
月
20
日
以
降
の
捕
獲
も
な
く
、
ス

ズ
メ
バ
チ
の
特
性
等
を
踏
ま
え
る
と
、

あ
る
程
度
駆
除
が
で
き
た
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
状
況
を
考
慮
し
て
、
現
在
は
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ト
ラ
ッ
プ
を
、
62
個
か
ら

31
個
と
規
模
を
縮
小
し
て
観
察
を
行
っ

て
い
る
。

発見されたスズメバチの巣

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁
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質問する
生島 常範 議員

宿
泊
療
養
施
設

旧
診
療
所
整
備
は
困
難

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
、
宿
泊
療
養
施

設
が
無
い
こ
と
に
町
民
は
不
安
だ
。
鹿

児
島
県
が
契
約
す
る
宿
泊
療
養
施
設
の

現
状
と
旧
診
療
所
の
病
室
は
活
用
で
き

な
い
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

小
野
津
の
宿
泊
施
設
、
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
、
教
員
住
宅
、
花
良
治
の
し

ま
ぐ
ら
し
ハ
ウ
ス
の
計
４
か
所
準
備
し
、

８
名
受
け
入
れ
た
。
今
後
も
集
落
の
協

力
を
得
て
増
や
し
た
い
が
、
宿
泊
療
養

施
設
と
し
て
使
え
る
多
目
的
施
設
を
検

討
し
た
い
。
診
療
所
は
老
朽
化
と
部
屋

に
バ
ス
・
ト
イ
レ
が
無
く
、
整
備
す
る

に
は
財
源
的
に
も
難
し
い
。

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け

更
な
る
広
報
・
啓
発
を
推
進
し

人
材
育
成
に
努
力

　

喜
界
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

に
そ
っ
て
女
性
の
活
躍
を
進
め
て
い
る

が
、
人
口
の
半
分
以
上
は
女
性
に
も
関

わ
ら
ず
、
行
政
や
集
落
の
委
員
会
等
の

女
性
参
加
は
少
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
啓

発
活
動
の
検
証
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
が
、
当
時

か
ら
家
庭
、
職
場
、
地
域
社
会
で
男
性

優
遇
の
意
見
が
多
く
、阻
害
要
因
に
な
っ

て
い
る
。
毎
年
開
催
す
る
基
礎
講
座
へ

の
関
心
も
薄
く
、
啓
発
活
動
の
見
直
し

も
必
要
。
今
後
は
要
望
に
応
じ
て
出
前

講
座
や
地
域
推
進
員
に
よ
る
地
域
へ
の

啓
発
活
動
を
通
し
人
材
育
成
に
努
力
し

た
い
。

「
子
ど
も
議
会｣

は

学
校
の
各
種
行
事
等
見
直
し
で

再
開
は
検
討
せ
ず

　

群
島
内
９
市
町
村
で「
子
ど
も
議
会
」

等
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
本
町
も
以
前

実
施
し
て
い
た
が
、
小
中
高
校
生
を
対

象
に
「
若
者
議
会
」
と
し
て
再
開
で
き

な
い
か
伺
う
。

　
　
　

教
育
長

　
「
子
ど
も
議
会
」
は
本
町
で
も
平
成

30
年
度
ま
で
小
中
学
生
を
対
象
に
実
施

し
て
い
た
が
、
伝
統
文
化
継
承
等
特
色

有
る
教
育
に
取
り
組
む
た
め
、
教
育
活

動
全
般
を
見
直
し
た
結
果
削
減
し
た
。

独
居
高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
は

個
別
の
見
守
り
活
動
で
情
報
収
集
し

検
討

　

８
月
末
現
在
、
熱
中
症
に
よ
る
救
急

搬
送
件
数
は
昨
年
の
２
倍
近
い
10
件
。

兵
庫
県
加
古
川
市
が
今
年
６
月
か
ら
施

行
し
た
エ
ア
コ
ン
購
入
へ
の
助
成
制
度
を

参
考
に
本
町
で
も
独
居
高
齢
者
向
け
に

検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

熱
中
症
予
防
に
つ
い
て
広
報
誌
や
防

災
無
線
、
長
寿
者
学
級
等
で
も
呼
び
か

け
て
い
る
。
経
済
的
に
エ
ア
コ
ン
設
置
困

難
な
方
へ
は
社
協
の
「
家
電
製
品
中
継

事
業
」
等
を
案
内
し
て
い
る
が
、
先
ず

は
民
生
委
員
、
区
長
、
協
力
員
か
ら
上

が
っ
て
き
た
個
別
訪
問
の
内
容
を
暮
ら

し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
検
討
し
て
何
が

必
要
か
検
討
し
た
い
。

畜
産
農
家
の
粗
飼
料
自
給
率
向
上
は

牧
草
の
収
量
拡
大
と
作
付
面
積
拡
大

を
支
援

　

肥
料･

飼
料
高
騰
、
子
牛
価
格
低
迷

で
畜
産
農
家
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

他
の
島
々
同
様
「
農
畜
連
携
」
で
飼
料

自
給
率
向
上
を
目
指
せ
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

飼
料
の
自
給
率
向
上
を
目
的
に
牧
草

の
種
の
購
入
費
助
成
や
遊
休
農
地
等
の

活
用
を
促
進
す
る
た
め
飼
料
畑
の
造

成
、
牧
草
の
作
付
面
積
の
拡
大
を
進
め

て
い
る
。
砂
糖
キ
ビ
の
裏
作
利
用
に
つ
い

て
は
、
畜
産
農
家
、
キ
ビ
農
家
双
方
の

メ
リ
ッ
ト
が
必
要
で
意
見
を
聞
き
な
が

ら
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
の
観
点
か
ら

保
全
す
べ
き
泉
の
選
定
は
予
算
等
を

考
慮

　

喜
界
島
に
は
小
さ
な
泉
が
多
く
、
私

達
の
祖
先
は
そ
こ
を
拠
点
に
村
建
て
を

し
、
文
化
を
繋
い
で
き
た
。

　

泉
の
あ
る
集
落
は
高
齢
化
し
子
ど
も

や
若
者
が
少
な
い
。
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
を

目
指
す
本
町
と
し
て
も
泉
は
価
値
あ
る

財
産
だ
と
思
う
が
、
一
定
の
制
限
を
設

け
て
泉
周
辺
整
備
支
援
が
で
き
な
い
か

伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
の
観
点
か
ら
、
そ
の

地
域
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
場
所
を

保
全
す
る
事
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
視
点
か
ら
保
全
す
べ
き
場
所
と
考
え

ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
保
全
す
べ
き
場

所
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
項
目
や
予

算
等
を
考
慮
し
た
う
え
で
選
定
し
て
い

く
。
選
定
さ
れ
た
場
所
に
は
解
説
板
を

設
置
す
る
等
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁
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議会のうごき （９月～11月）議会のうごき （９月～11月）

１０月1３日 ㈭　…………　常任委員長研修会（鹿児島市）

１１月  １日 ㈫　…………　議会広報研修会（鹿児島市）

１１月  ８日 ㈫　…………　離島議長全国大会（東京）

１１月  ９日 ㈬　…………　議長全国大会（東京）

議案第38号 11 0 原案可決

議　案 内　容 採 決反 対賛 成

条例案件報告◆ ◆ （議長は採決に含まず）

妊娠、出産、育児等の両立支援の為に講じる措置について、育
児休業法改正に伴い条例を改正するもの。

育児休業の取得回数制限緩和、育児参加の為の休暇の対象期
間拡大について、必要な規定を整備するもの。

「産後パパ育休制度」が導入され、出生後８週間以内に４週間迄
取得が可能となり、育児休暇取得が分割して取れるようになるもの。

令和４年１０月１日より施行する 

次の議会は、12月上旬を予定しています。

また、喜界町ホームページでは、議会開会中の模様をインターネット中継でご覧いただけます。
（動画配信サイトで「喜界町議会定例会」を検索していただき、録画もご覧いただくことができます。）

午前9時30分 開会　皆様の傍聴をお待ちしています。

お問合せ　喜界町議会事務局　電話 65 - 1115

ご案内

条例案件報告・議会のうごき

喜界町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例について
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人
そ
れ
ぞ
れ
信
じ
る
事
が
あ
り
信
じ
た
い
事
が

あ
る
。批
判
だ
け
で
は
何
も
生
ま
れ
な
い
。

　
分
断
を
交
錯
す
る
た
め
、あ
ら
ゆ
る
情
報
が
飛
び

交
う
世
の
中
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
ど
う
生
き
て
い
く
か
。

　
あ
ら
ゆ
る
情
報
に
は
誘
導
や
分
断
統
治
な
ど
罠

が
し
か
け
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
、す
べ
て
を
鵜
呑

み
に
せ
ず
自
分
自
身
で
情
報
を
精
査
し
て
い
く
事

が
現
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
は
重
要
だ
と
考

え
る
。

　【目
指
す
議
会
／
委
員
会
】

　
相
手
の
言
い
た
い
事
に
も
耳
を
傾
け
お
互
い
を

認
め
合
う
気
持
ち
、正
し
い
と
こ
ろ
は
正
し
い
、間

違
い
は
間
違
い
だ
と
素
直
に
認
め
ら
れ
る
議
論
が
で

き
る
議
会
や
委
員
会
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
強
く
望

ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

文  

責
　
土
岐 

和
貴

萩
尾 

菜
々
子 

28
歳 

（
湾
）

喜
界
島
で
願
う
こ
と

良
岡 

理
一
郎

倉
橋 

博
都

野
間 

弘
也

生
島 

常
範

米
田 

信
也

土
岐 

和
貴

喜
界
町
議
会
広
報
委
員
会

委 

員 

長

副
委
員
長

委
　
　
員

編

集

後

記

　

1
9
9
4
年
、
わ
た
し
は
喜
界
徳
洲
会
病
院
で
産
ま
れ
た
。
１8
年

間
を
喜
界
島
で
過
ご
し
、
そ
の
後
東
京
、
福
岡
と
島
を
離
れ
て
生
活
を

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
2
0
2
1
年
、
福
岡
生
ま
れ
福
岡
育
ち
の
夫
の

熱
い
思
い
に
よ
り
、
再
び
喜
界
島
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
島
に
帰
っ
た
ら
、
島
の
良
さ
を
Y
o
u
T
u
b
e
で
発
信
し
て
い
き

た
い
ん
だ
よ
ね
」
と
夫
に
言
わ
れ
、百
の
台
への
行
き
方
も
曖
昧
な
私
が
、

微
力
な
が
ら
も
世
の
中
に
喜
界
島
の
事
を
発
信
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
１
年
間
、
色
ん
な
と
こ
ろ
に
撮
影
に
行
き
、
本
当
に
新
し
い
発

見
ば
か
り
だ
っ
た
。
綺
麗
な
空
と
海
が
あ
って
、
み
ん
な
が
温
か
く
気
に

か
け
て
く
れ
る
。
ス
ー
パ
ー
も
あ
る
し
、
美
味
し
い
ご
飯
屋
さ
ん
も
あ
る
。

美
味
し
い
ス
イ
ー
ツ
も
コ
ー
ヒ
ー
も
飲
め
て
、
好
き
な
音
楽
だ
っ
て
楽
し

め
る
。
島
は
不
便
だ
と
言
わ
れ
る
け
ど
も
、
意
外
と
豊
か
な
生
活
を
し

て
る
と
気
付
い
た
。

　

今
の
生
活
に
そ
れ
ほ
ど
不
満
は
な
い
が
、
た
っ
た
ひ
と
つ
、
私
に
は
願

望
が
あ
る
。
喜
界
島
で
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
た
い
！
と
い
う
こ
と
だ
。

　

私
の
同
年
代
の
友
達
は
、
約
7
割
が
島
外
で
産
ま
れ
て
い
る
。
島
外

で
の
出
産
と
な
る
と
、
遅
く
て
も
一ヶ
月
前
に
は
喜
界
島
を
離
れ
、
出

産
す
る
ま
で
の
間
、
宿
泊
施
設
で
過
ご
し
て
か
ら
、
出
産
を
迎
え
る
。

た
だ
、
喜
界
島
で
出
産
が
し
た
い
と
言
って
も
、
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な

い
と
い
う
の
も
分
か
っ
て
い
る
。
若
い
人
た
ち
が
島
に
住
ん
で
く
れ
る
よ

う
に
、
そ
し
て
い
つ
か
ま
た
喜
界
島
で
出
産
す
る
た
め
に
、
私
に
出
来

る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。
難
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
私
た
ち
が

楽
し
く
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
な
の
か
な
、
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
そ
の
日
常
を
発
信
し
、
伝
え
て
い
こ
う
。

　
「
島
だ
か
ら
出
来
な
い
」
を
無
く
し
た
い
。
そ
う
切
に
願
って
い
る
。

YouTubeチャンネル 『しまっちゅらいふ』


